
 

 

 

 

 

 

  

令和 6年 3月 6日 

大阪城天守閣 

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 1-1 

電話：06-6941-3045 ファックス：06-6941-2197 

https://www.osakacastle.net/ 

（担当：跡部） 

 

 

大阪城天守閣「特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－」の 

詳細が決まりました 

 

 

 大阪城天守閣では、令和 6年 3月 23日（土曜日）から 5月 6日（月曜日・振替休日）まで、大

阪城天守閣内 3・4階展示室において「特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－」を開催

（令和 6年 2月 21日報道発表済）しますが、このほど展示内容の詳細が決定しましたのでお知ら

せいたします。 

 

 

特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－ 

 

 豊臣秀吉の妻となった高台院（北政所、おね、ねね、ねい）は、家族や家臣団をたばねること

や、政治向きのことなどで、独自の大きな役割を果たしました。秀吉と死別してからは、京都に

住んで亡夫の冥福を祈る一方、大坂城の淀殿たちと連携しながら豊臣家存続のために尽力しまし

た。 

 日本に滞在していたキリスト教宣教師ルイス・フロイスは、高台院について「きわめて思慮深

く、稀有の素質を備えて」いたと記録しています。また高台院の義弟にあたる浅野長政は、彼女

が「つねに御慈悲」をもって人々に接していると書き残しています。 

 高台院が数え 76歳で生涯を閉じたのは、寛永元年（1624）9月 6日のことでした。本展はその

没後 400 年を記念して開催するもので、高台院ゆかりの高台寺（京都市東山区）の特別協力を得

て、遺品や関連資料により高台院の活動や暮らしぶりを紹介します。激動の時代にあって、いつ

も高台院が周囲の人々とやり取りしていたあたたかな愛情を、本展から感じていただければ幸い

です。  

 

報道関係各位 

プレスリリース 

https://www.city.osaka.lg.jp/hodoshiryo/keizaisenryaku/0000620408.html


 

開催概要 

 

1.名称  特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－ 

2.会期  令和 6年 3月 23日（土曜日）から 5月 6日（月曜日・振替休日）まで 

3.時間  9時から 17時まで ※入館は閉館の 30分前まで 

4.主催  大阪城天守閣 

5.特別協力 高台寺 

6.会場  大阪城天守閣 3・4階展示室（大阪市中央区大阪城 1-1） 

7.入館料 大人 600円 

中学生以下、大阪市在住 65歳以上の方（要証明）、 

障がい者手帳等ご持参の方は無料 

※この特別展は大阪城天守閣の通常入館料でご覧いただけます。 

8.展覧会図録 『特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－』 1,200円 

9.出品点数 85点（別紙「出品目録」のとおり） 

10.主要展示品 別紙「主要展示品解説」のとおり 

 

 

取材申込・問合せ先 

 

大阪城天守閣 

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 1-1 

電話：06-6941-3044 ファックス：06-6941-2197 

ホームページ：https://www.osakacastle.net/ 

 

その他 

 

■大阪城天守閣 桜のシーズン開館延長 

期間  令和 6年 3月 23日（土曜日）から 4月 7日（日曜日）まで 

時間  9時から 18時まで［1時間延長］ ※入館は閉館の 30分前まで  

https://www.kodaiji.com/index.html
https://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/osakacity/Map?mid=1&mps=5000&mpy=34.687447&mpx=135.525822&mtl=1005&mtp=pfm&gprj=3
https://www.osakacastle.net/


 

「特別展 高台院－天下人秀吉に連れ添った伴侶－」出品目録 

 

第 1 章 おねと秀吉 
 1 京都市指定文化財 高台院画像 1 幅 京都・高台寺蔵 

 2 重要文化財 高台院画像    1 幅 京都・高台寺蔵 

 3 重要文化財 豊臣秀吉画像（南化玄興賛） 1 幅 京都・高台寺蔵 

 4 豊臣秀吉画像（弓箴善疆賛） 1 幅 京都・高台寺蔵 

 5 唐木杖    1 本 京都・高台寺蔵 

 6 緋羅紗履 1 足 京都・高台寺蔵 

 7 後陽成天皇口宣案 天正 16年 4 月 19 日付      1 幅 京都・高台寺蔵 

 8 聚楽行幸記 天正 16年 5 月吉日付       1 巻 大阪城天守閣蔵 

 9 重要文化財 豊臣秀吉自筆書状 （天正 18 年）4 月 13 日付 五さ宛   1 幅 京都・高台寺蔵 

 10 秋草文彩画団扇               1 握 大阪城天守閣蔵 

 11 豊臣秀吉自筆書状 （天正 18年） まんところ宛         1 幅 大阪城天守閣蔵 

 12 北政所黒印状 天正 18年 11月 24 日付 ありま中しよ宛     1 幅 愛知・名古屋市博物館蔵 

 13 重要文化財 豊臣秀吉朱印状 天正 20年 3月 23 日付 北の政所宛   1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 14 重要美術品 豊臣秀吉自筆書状 （文禄 2 年）3 月 5 日付 ね宛     1 幅 大阪城天守閣蔵 

 15 豊臣秀吉自筆書状 （文禄 2年）6 月 9 日付 おね宛   1 幅 大阪市立美術館蔵 

 16 重要文化財 豊臣秀吉自筆書状 （文禄 2 年）8 月 9 日付 おね宛 1 幅 京都・高台寺蔵 

 17 豊臣秀次自筆書状 （文禄 3年）こや宛        1 通 大阪城天守閣蔵 

 18 加藤清正書状 （文禄 5 年）閏 7 月 15 日付 新美藤蔵宛        1 巻 大阪城天守閣蔵 

 19 『大日本名将鑑』 豊臣秀吉公・加藤主計守清正（月岡芳年画）  1 枚 大阪城天守閣蔵 

 20 豊臣秀吉自筆和歌色紙「さらしなや」      1 幅 京都・高台寺蔵 

 21 豊臣秀吉自筆書状 14 日付 ひかし・きやく人宛         1 幅 大阪城天守閣蔵 

 22 豊臣秀吉自筆書状 （慶長 3年 5 月）20 日付 中なこん宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 23 豊臣秀吉朱印状 慶長 3 年 8月 5 日付 康徳寺宛 1 通 京都・高台寺蔵 

 24 重要文化財 豊臣秀吉自筆辞世和歌      1 幅 大阪城天守閣蔵 

 
 
第２章 秀吉没後の高台院 
 25 重要文化財 豊臣家侍女よめ血判起請文 慶長 3 年 9 月 17日付 1 通 大阪城天守閣蔵 

 26 重要文化財 豊臣家侍女ちよほ血判起請文 慶長 3 年 9 月 17 日付  1 通 大阪城天守閣蔵 

 27 後陽成天皇自筆神号「豊国大明神」                1 幅 京都・高台寺蔵 

 28 重要文化財 浅野長政書状 10 月 8 日付 木下肥後守宛 1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 29 後陽成天皇女房奉書 （慶長 8 年 11 月 3 日） 1 幅 京都・高台寺蔵 

 30 血脈 慶長 8 年霜月 7 日付（弓箴善疆筆）   1 通 京都・高台寺蔵 

 31 安名 慶長 8 年霜月 7 日付（弓箴善疆筆）   1 通 京都・高台寺蔵 

 32 血脈袋   2 口 京都・高台寺蔵 

 33 血脈箱 1 合 京都・高台寺蔵 

 34 堆黒牡丹鳳凰文大香合 1 合 京都・高台寺蔵 

 35 京都府指定文化財 立涌に桐文様唐織打敷           1 枚 京都・高台寺蔵 

 36 京都府指定文化財 撫子唐草に窠文様金襴打敷     1 枚 京都・高台寺蔵 

 37 徳川家康判物 慶長 10年 9 月朔日付 高台寺宛          1 通 京都・高台寺蔵 

 38 高台院自筆書状 （慶長 13年 3 月カ）3 日付 道三法印宛      1 通 大阪城天守閣蔵 

 39 浅野長政書状 （慶長 14 年）5 月 3 日付 かうさうす・御きやくしん宛  1 巻 京都・高台寺蔵 

 40 徳川家康朱印状 慶長 17年 5月朔日付 高台寺宛 1 通 京都・高台寺蔵 

 41 豊臣秀頼自筆書状 （慶長 20年カ）正月 4 日付 高台院宛 1 幅 京都・高台寺蔵 

 42 高台院自筆書状 1 幅 京都・高台寺蔵 

 43 高台院自筆書状 2 月 13 日付 長もし宛 1 通 大阪城天守閣蔵 

 44 土井利勝書状 （寛永元年カ）8 月 21 日付 高台院内中なこん宛 1 通 京都・高台寺蔵 

 45 徳川秀忠書状 高台院宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 46 重要文化財 徳川秀忠黒印状 （寛永元年）10 月 21 日付 木下宮内少輔宛  

  1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

  



 
 
 

 

第３章 蒔絵工芸品と高台寺 

 47 重要文化財 竹秋草蒔絵文庫         1 合 京都・高台寺蔵 

 48 片身替蒔絵懸盤        1 基 京都・高台寺蔵 

 49 菊桐文蒔絵懸盤 1 基 京都・高台寺蔵 

 50 桐文蒔絵飯器 1 口 京都・高台寺蔵 

 51 桐文蒔絵大盤 1 面 京都・高台寺蔵 

 52 桐文蒔絵化粧箪笥 1 基 京都・高台寺蔵 

 53 蓬莱蒔絵薬箱 1 合 京都・高台寺蔵 

 54 菊桐文蒔絵楾  1 口 京都・高台寺蔵 

 55 菊桐文蒔絵角盥 1 口 京都・高台寺蔵 

 56 秋草蒔絵硯箱 1 合 大阪城天守閣蔵 

 57 桐文蒔絵短檠 1 基 大阪城天守閣蔵 

 58 猿猴捕月図蒔絵胴 1 領 大阪城天守閣蔵 

 59 菊桐双雨竜蒔絵刀掛 1 基 大阪城天守閣蔵 

 

 

第４章 高台院の縁者たち 
 60 朝日局画像（弓箴善疆賛） 1 幅 京都・高台寺蔵 

 61 浅野長勝画像        1 幅 京都・高台寺蔵 

 62 七曲殿画像（弓箴善疆賛）              1 幅 京都・高台寺蔵 

 63 茶糸威桶側五枚胴具足    1 領 大阪城天守閣蔵 

 64 浅野長晟書状 （慶長 18 年）10 月 19 日付 宗入宛    1 幅 大阪城天守閣蔵 

 65 高台院自筆書状 28 日付 あさ野但馬守宛            1 幅 個人蔵 

 66 綱敷天満宮縁起            1 巻 京都・高台寺蔵 

 67 綱敷天神像        1 幅 京都・高台寺蔵 

 68 木下家定書状 （天正 19 年）7 月 25 日付 十妙院僧正宛       1 幅 大阪城天守閣蔵 

 69 木下家定書状 （天正 19 年）7 月 29 日付 十妙院僧正宛       1 幅 大阪城天守閣蔵 

 70 木下長嘯子画像（浮田一蕙筆）                    1 幅 京都・高台寺蔵 

 71 木下長嘯子自筆書状 極月 7日付 高台寺方丈宛 1 幅 京都・高台寺蔵 

 72 木下利房画像（三江紹益賛） 1 幅 京都・圓徳院蔵 

 73 金札段替二枚胴具足 1 領 大阪城天守閣蔵 

 74 高台院自筆書状 8 日付 木下ゑもんの大夫宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 75 重要文化財 高台院自筆書状 （寛永元年）5 月 7 日付 木下ゑもんの大夫宛 

   1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 76 ね自筆書状 （慶長 18年 6 月カ）15 日付 長慶院宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 77 重要文化財 小早川秀秋画像（弓箴善疆賛） 1 幅 京都・高台寺蔵 

 78 豊臣秀吉朱印状 天正 20年 10 月 12 日付 丹波中納言宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 79 重要文化財 豊臣秀吉朱印状 （慶長 2 年）7 月朔日付 筑前中納言宛     

   1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 80 小早川秀秋自筆書状 （慶長 5 年）4月 20 日付 新門主宛 1 幅 大阪城天守閣蔵 

 81 重要文化財 徳川家康書状 （慶長 5 年）9 月 24 日付 筑前中納言宛 1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 82 重要文化財 小早川秀秋自筆金子借用状 慶長 7 年卯月 20 日付 御客人宛  

        1 通 愛知・名古屋市博物館蔵 

 83 小早川秀秋法度 （慶長 7 年）6 月 24 日付 毛利出羽守宛       1 巻 大阪城天守閣蔵 

 84 豊臣秀吉自筆書状 （文禄 2年）10 月 1 日 五もし宛        1 幅 大阪城天守閣蔵 

 85 重要文化財 高台院自筆書状 （慶長 13 年カ） 高台寺良芸和尚宛 1 幅 京都・高台寺蔵 

 

※ 会期中一部展示替えをおこないます。各品目の展示期間は展示会場および大阪城天守閣ホームページに掲出

します 
  



主要展示品解説 

 

1 京都市指定文化財 高台院画像 （出品番号 1）   

                                京都・高台寺蔵 

 高台寺に伝わる高台院の肖像画。生前に描かれた寿像
じゅぞう

の可能性がある。 

 高台院は秀吉の死から 5年後の慶長 8年（1603）、55歳のとき曹洞宗の弓箴善疆
きゅうしんぜんきょう

の弟子となっ

て出家した。本図の彼女は法体
ほったい

で神殿風の建物のなかに座っており、頭巾
ず き ん

の下の毛髪は首のあた

りで切りそろえる尼
あま

削
そ

ぎとされているようである。その若々しい容貌からすると、法体となって

からほどない時期の姿だろうか。豪華な敷物の外周部には、聖徳をそなえた為政者の象徴とされ

る鳳凰の文様がぎっしりとあしらわれている。 

 豊臣家の御用絵師だった狩野派正系の絵師の手になる作品と推定されている。 

 

  
（部分） 



 

 

2 重要文化財 竹
たけ

秋草
あきくさ

蒔絵
ま き え

文庫
ぶ ん こ

 （出品番号 47） 

                                    京都・高台寺蔵 

 高台院が建立した高台寺には、秀吉・高台院夫妻の愛用品として多数の蒔絵工芸品が伝来して

いる。それらに共通する特徴をもつ、桃山時代に大流行した技法・意匠の蒔絵を「高台寺蒔絵」

と呼んでいる。本品は高台寺伝来の蒔絵調度品のなかでも、とりわけ著名な作品。書物や文具な

どをおさめた手箱である。 

 各面は、異なる画題を対比するように配置した「片身替わり」で、対角に稲妻形のするどい線

を走らせ、これを境に黒と金それぞれの世界を表現している。黒漆地の面には菊、ススキ、きき

ょう、おみなえしなどの秋草を柔らかに、金粉を蒔きつけた梨地の面には竹をまっすぐに描く。

秋草をはじめとした身近な植物を絵柄の主役にすえるのが高台寺蒔絵の大きな特徴である。 

 

 

 

  



 

 

3 重要文化財 豊臣秀吉自筆書状 （文禄 2年）8月 9日付 おね宛 （出品番号 16） 

                               京都・高台寺蔵 

 文禄 2年（1593）8月 3日、淀殿が大坂城で男児を出産した。秀吉が 57歳で授かった実子であ

る。本状は同月 9 日、朝鮮出兵の基地である肥前
ひ ぜ ん

名護屋城
な ご や じ ょ う

で知らせを聞いた秀吉が、大坂城の留

守を預かる高台院（「おね」）に送ったもの。 

 「きっと松浦が子どもを拾ったのでしょうから、その子の名は「ひろいご」とします。下々の

者も『お（御）』の字はつけず、『ひろい、ひろい』と呼ぶように。すぐに、すぐに帰ります。ご安

心ください。…お目にかかってお話ししましょう。」 

 この秀頼の誕生時には、じょうぶに育つようにという願いをこめて、呪術的習俗により儀式的

に捨てられてから、大坂城留守居の老臣松浦重政が拾い親となるかたちがとられた。それゆえ秀

吉が幼名を「ひろい」と名づけたのである。秀吉は「お」の字をつけるなと命じているが、すぐに

みずから「おひろい」と呼んでかわいがり始める。 

 秀吉は国内統一戦争や対外戦争のため、長期の遠征に出ることが多かったが、陣中から高台院

にこまめに手紙を送った。 

 

 

（釈文） 

  かへすゝゝゝこ
（子）

のな
（名）

わ、ひろいと申候へく候。こなたを廿五日ニいて可申候。やかて参候

て、御めにかゝり、御物かたり申候ヘく候。 

はや
（ 早 ）

ゝゝと、まつら
（ 松 浦 ）

人おこ
（越）

し候事、まんそく
（ 満 足 ）

にて候。そもしよりれい
（ 礼 ）

申候ヘく候。さためて、ま

つらこ
（子）

をひろい候て、はやゝゝと申こし候間、すなわちこ
（子）

のな
（名）

わひろいこ
（ 拾 子 ）

と可申候。したゝゝ

まて、お
（御）

のし
（字）

もつけ候ましく候。ひろいゝゝゝと可申候。やかてゝゝゝ、かいちん
（ 開 陣 ）

可申候。心や

すく候ヘく候。めてたくかしく 

  八月九日 

  〆 

   おねへ 大かう 

    まいる 

 

  



 

 

4 重要文化財 高台院自筆書状 （寛永元年）5月 7日付 木下ゑもんの大夫宛 

                                    （出品番号 75） 

                                愛知・名古屋市博物館蔵 

 寛永元年（1624）5月 7日、死の 4ヶ月前の高台院が甥の木下延俊
のぶとし

に送った書状。延俊の兄利
とし

房
ふさ

の嫡男熊之介（利
とし

当
まさ

）と、延俊の娘お栗が 4月 22日に結婚したことを慶賀する内容である。 

 その祝言
しゅうげん

が「とりあえず」のあわただしいものであったことを知らされた高台院は、「私どもも

粗末な祝言でしたが、天下に隠れもないことになったのですから」と、秀吉との結婚以来の栄達

を引きあいに出し、それこそが「末
すえ

繁盛
はんじょう

の端
はし

」（末長い繁栄の始まり）になるでしょうと祝福。さ

らに、「こちらでも日を占わせたら、22日はとりわけ吉日でした」と伝え、心からの喜びを書き送

っている。 

 備中
びっちゅう

足
あし

守
もり

の利房と豊後
ぶ ん ご

日出
ひ じ

の延俊の両木下家は、「豊臣」の氏族名をまもり伝えて、江戸時代を

通じて存続する。高台院にとって両家の縁組は、将来への期待を抱かせる何よりの朗報だったろ

う。 

 

 

 

（釈文） 

わさと人を給候。御うれしく思ひまいらせ候。くま
（ 熊 ）

の介・おくり
（ 栗 ）

、卯月廿二日にしうけん
（ 祝 言 ）

のよ

し、数々めてたく思ひまいらせ候。さやうにとりあへすなる事、すゑはんしやう
（ 末 繁 盛 ）

のはし
（ 端 ）

にて候。

我々なともそさう
（ 粗 相 ）

なる事にて候つれとも、天下かくれもなき事になりまいらせ候つるまゝ、はん

しやうにて候ハんと、めてたく思ひまいらせ候。こなたにても日をみせ候へハ、廿二日一たん
（ 段 ）

吉

日のよし申候まゝ、し合よく御入候へく候。猶めてたき御事申入へく候。かしく 

  五月七日 かうたい院 

   木下 

    ゑもんの大夫殿 

         まいる ね 

 

  



 

 

5 金
きん

札
ざね

段
だん

替
がえ

二枚
に ま い

胴
どう

具足
ぐ そ く

 （出品番号 73） 

                                   大阪城天守閣蔵 

 高台院の甥木下利房の所用と伝わる。渋い鉄
かな

錆地
さ び じ

の兜鉢と三日月の前立
まえだて

が、金色の御幣
ご へ い

の後立
うしろだて

を際立たせる。2色の糸で全体の色調に変化をつける。歌詠みでもあった利房の好みか、優雅な甲

冑である。 

 利房は木下家定の次男として生まれ、若狭高浜城主 2 万石の大名となった。慶長 5 年（1600）

の関ヶ原合戦で石田三成方の西軍に属し、本来ならば死罪となるべきところ、高台院の縁者であ

ったがゆえに、領地こそ没収されたものの命ばかりは助けられた。利房はしばらく、父家定と高

台院の庇護のもと、再起の機会をうかがう。同 19年（1614）に大坂冬の陣が起こると、利房は徳

川家康のもとへ馳せ参じた。翌年の夏の陣では、家康の命令で京都の高台院を警固した。利房は、

この功績が認められ、同 13年（1608）の家定の死去後に没収されていた遺領、備中
びっちゅう

足
あし

守
もり

2万 5千

石を相続した。父がつとめていた、在京して高台院の世話にあたる任務も引き継いだ。こうして

利房は、再起を果たした。 


